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研究要旨 

  

 作業者の安全認識の把握は、産業界の安全管理を進める上で重要である。作業員の安全認識に関しては、

現在まで多くの研究がなされてきてはいる。しかし、現在でも年間に1000人近い労働者が仕事中の事故や

災害で命を落としていることを考えると、これまでとは異なった新しいアプローチも必要なのではないか

と考えられる。 

 本研究では、作業員や安全担当者を対象とした面接調査に基づく定性的な手法で、労働者の安全認識に

ついて解明を試みた。一方で、定性的な解析からは特定できない因果関係の検討や、少数サンプルの解析

で得られた知見の一般化などにおいて、定量的な手法が求められる場合もある。 

 本章では、インタビュー調査の結果明らかになった成果や、調査データの解析段階で直面した問題点に

ついてより大きなサンプルで検証することを目的として行ったアンケート調査について報告する。 

 製造業に従事する20代から40代の男女計300人を対象に、Webを利用して設問数17問、73項目からなるア

ンケート調査を行った。その結果、現場で事故を体験することにより安全への認識が変わること、現場の

安全活動に最も熱心に従事しているのは安全担当者であるが現場での事故防止には作業員自身の努力が

一番重要だと考えられていること、ベテラン作業員は作業の経験や知識の豊富さが評価され中間管理職で

ある班長は話しやすさや作業員への配慮が評価されているがいずれも安全管理への従事を評価されず事

故防止への効果もそれほど期待されていないことなどが明らかになった。一方で、年齢や性別により若干

の安全認識の違いは見られたが、安全意識への大きな影響は観察されず、安全管理のキーマンの違いによ

る現場の安全管理や安全認識の違いは見いだすことが出来なかった。 

 

  

 

 

 
 

Ａ．研究目的  

 今回の研究は、労働災害防止対策への取り

組みに関する労働者の意識を、ヒアリング等

により得て、その情報を定性的手法により分

析し、労働者の認識を構成する要因や影響を

与える要因の間の関係を構造化することで理

解し、より効果的な取組みに資することを目

的としている。  

 定性的な手法は、定量的な手法と異なり、

現在までの研究では十分に解明されてこなか

った事象について新たな道筋をつける場合、

あるいは、従来の研究成果に左右されない独

創的な推論を展開する場合などに、研究仮説

を構築するのに有効である。  

一方でその性質上、サンプルが少ないこと

や仮説を構築するところで収束してしまいが

ちで、その仮説の検証ができにくいという問

題が生じる。  

 そこで、インタビュー調査の成果およびそ

の解析段階で生じた疑問点を基に仮説を構築

し、その仮説の検証を行うために Web を用い

たアンケート調査を行った。本章では、その

アンケート調査の結果について報告する。  

Ｂ．研究方法 

 面接調査とその解析から以下の仮説を設定

した。 
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仮説 1：何らかの出来事、イベントにより安

全への認識が変わる時点が存在する 

仮説 2：事故を体験することで、安全への認

識が変化する 

仮説 3：安全管理体制で誰がトップになって

いるか（キーパーソン）、その人がどんなタイ

プか、によって、働く人の安全意識が影響さ

れる 

仮説 4：以前に獲得した知識等により安全へ

の認識が異なる  

 これらの仮説を検証するために、計 17 問

（小項目を含めると 73 問）からなるアンケー

ト票を構築した。  

調査は、アンケートリサーチ会社に委託し、

Web 上で行った。対象者は、調査対象の基準

となる条件を伝えて、登録モニターの中から

その条件を満たす者に参加してもらった。対

象者の基準は、  

・製造業に分類される企業に所属している  

こと  

・製造部門（工場など生産現場）に所属し  

ていること  

・転職経験が無いこと  

・年齢が 20～49 才であること  

 で、上記を満たす者のうち 20 代男性、20

代女性、30 代男性、30 代女性、40 代男性、

40 代女性を 50 人ずつ合計 300 人とした。  

 対象となるアンケートリサーチ会社の登録

モニターは、アンケートリサーチ会社からの

依頼を受けて Web 上の調査ページにアクセ

スする。はじめの画面には、調査の概要と参

加条件および倫理的配慮が記されており、条

件を満たし、調査への参加に同意する者が先

のページに進むように設定されている。次の

ページからはスクリーニング項目が並んでお

り、前述の条件を満たすかどうかがチェック

され、満たさないモニターは先の項目に進め

ないようになっている。ただし、性別と年齢

による属性に関しては各ブロック 50 人ずつ

なので、先着順とし、それ以降は先に進めな

いように設定されている。  

 スクリーニングにパスしたモニターは本研

究の代表者からの依頼文が提示されたページ

に進み、内容に同意する者のみがアンケート

項目が記載されたページに進むようになって

いる。アンケート調査は、1 画面 1 問ずつ表

示されるようになっており、さらに調査の途

中でも調査への参加を取りやめることが出来

るようになっている。調査に要する時間は約

20 分である。  

 上記のような手続きにより、20～40 代の男

女合計 300 人に調査に参加してもらった。  

 

Ｃ．研究結果  

Ｃ－１ 各項目の回答結果  

（１）職場の安全管理の満足度  

 自身の職場の安全管理について満足してい

るかについての回答結果を図１に示す。かな

り不満（ 5.7％）、どちらかというと不満

（ 17.7％）に対し、どちらかというと満足

（28.3％）、かなり満足（6.3％）という結果

であった。多少なりとも不満を持っている人

（かなり不満とどちらかというと不満）は

33.4％であり、その理由としては、「実際に事

故が発生している」「ルールを守らない人が

いる」などの現状を見て判断しているもの、

「安全管理が徹底されていない」「設備に不

備がある」などの管理上の問題を指摘してい

るもの、「けがをする可能性がある」「ひやっ

とすることがある」などの現場でのリスクの

存在を指摘するものなどがあった。一方、多

少なりとも満足をしている人（かなり満足と

どちらかというと満足：34.9％）の理由は、

規則が厳しいこと、管理が徹底されているこ

とと並んで、特に問題が無いことや今のやり

方で不満を感じず仕事がやりやすいことなど

の意見も多く見られた。安全管理に満足して

いる人は、不満に感じている人と比べると句

順が曖昧で、普段安全について深く考えるこ
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とはせず、問題が無ければそれで良いと考え

ているのではないかと考えられる。  

 

（２）作業現場で事故や労働災害の経験  

 作業現場で事故や労働災害を経験したかに

ついては、図２に示すとおり、「無い」が

36.3％で最も多く、自身が体験した人は

10.3％、仲間（部下や同僚）が体験したこと

がある人は 7.0％であった。近年、産業界で

は安全管理がすすみ、事故や労働災害を目撃

することは少ないと言われており、また、そ

のため、リスク感受性が低下することにもつ

ながっていると言われている。  

 

（３）普段の作業中の安全への認識  

 普段の作業への認識については、今回漠然

とした意識を問う項目を設定したため、”なん

となくそのように感じる ”という意識を誘発

してしまったものと考えられる。そのため、  

 

図３に示すように、全項目で『そのとおりだ』

『まあそうだ』の選択者の割合が多く 80％を

超えていた。「規則に無くても安全を意識し

ている」と「仕事では効率が最も重要」のよ

うに一見相反するような項目でも回答結果に

高い正の相関が見られた。全般的には、今回

用意した項目のような意識は誰もが持ち合わ

せているものと考えられる。  

 

（４）安全への認識が変わるような体験  

 面接調査の中で、何らかのきっかけで安全

への意識が変わることあることが指摘されて

いた。しかし、今回のアンケート調査の結果

では、図４に示すとおり、44.7％の人が「変

わったことは無い」と回答していた。「自分の

職場でも起こりそうな事故を TV や新聞で見

た」（17.3％）や「働く現場で事故を目撃した」

（ 12.7％）などの事故の経験や「入社」

（14.0％）が高かった。今回の調査の（２）

で、「働く現場で事故を見たことがある」は

43 人（14.3％）であったが、そのうちの 38

人がその後安全への意識が変わったと回答し

ている。逆に言えば、実際に事故を目撃した

り、体験したりすることが無いと、安全の大

切さを実感することがなかなか無いのかもし

れない。  

 

 

（５）職場での事故に対する認識  

 職場での事故について、どのように認識し

ているかの回答結果を図５に示す。「自分は事

故を起こさない」「自分の努力で事故は防げ

る」の項目で、『そのとおりだ』『まあそうだ』

の回答が多かった。一方で、「職場で事故は起

こらない」「事故を起こす人は能力が低い」で

は『そのとおりだ』の回答は少なく、現場に

リスクは常に存在しており努力をしなければ

事故が起こる可能性は高いと認識されている

ようである。  

 

（６）安全への取り組みの重要度  

 現場での作業員の安全への取り組みがどの

程度事故を防止するために重要であるかにつ

いての回答結果を図６に示す。提示した９項

目とも『とても重要』または『多少重要』の

回答が多かった。その中でも『とても重要』

の回答が多かったのは、「作業員が現場の規則

やルールを守る」「作業員が指示された手順

通りに作業する」「作業員が現場の危険を見

つける努力をする」であった。作業員が指示

通りに作業をすることが重要視されているよ

うであった。このことと、上記の設問で「事

故を起こす人は能力が低い人である」へ『そ

のとおりだ』『まあそうだ』の回答があまり多

く無かったことを併せて考えると、現場にお

いて指示通りに作業をすることは容易なこと

では無いと認識されている可能性が示唆され

た。  

 

（７）現場で起こる事故のイメージ  
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 自身の現場で起こる可能性のある事故をイ

メージできるかについての回答結果を図 7 に

示す。「はっきりできる」（17.0％）、「なんと

なくできる」 (58.3％ )で、あわせて 75.3％を

占めた。イメージする内容についても、転倒

や墜落・転落などに関して具体的な内容を記

載していた。現場におけるリスクのイメージ

については多くの人が持っているものと思わ

れる。  

 

（8）事故防止に果たす役割  

 作業現場での事故防止に大きな役割を果た

す人は誰か、の設問について、図 8 に示すよ

うに、220 人（73.3％）から「作業員」との

回答があった。２つまで選択可の調査で、そ

の次に多かったのは、「安全管理者」（57 人、

19.0％）、「工場長または現場所長」（56 人、

18.7％）であった。上記の（5）の設問で「事

故を起こす人は能力が低い人である」の項目

に『そのとおりだ』『まあそうだ』の回答があ

まり多く無かったことを併せて考えると、事

故の責任は必ずしも作業員にあるとは言えな

いが、事故防止に関しては作業員に任されて

いる部分が多いのでは無いかと考えられる。  

 

（9）各スタッフの安全管理の従事度合い  

 職場での各職位のスタッフの安全管理への

従事の度合いに関する質問の回答結果を図 9

に示す。『とても熱心に従事している』『わり

と熱心に従事している』の回答が多かったの

は、安全管理者（とても熱心：21.7％、わり

と熱心：42.3％）で、逆に、『熱心に従事して

いる』の回答が最も少なかったのは、作業員

（とても熱心：11.3％、わりと熱心：39.6％）

であった。作業員はそれほど熱心に安全活動

に従事していないと評価されているようであ

った。全体でも 56.7％が熱心に安全活動に従

事していると回答している一方で、『まった

く従事していない』の回答も、安全管理者で

5.5％、全体でも 6.9％見られた。  

 一方、同じ 6 つの職位のスタッフの中で、

安全管理を中心的に担っているのは誰かにつ

いて尋ねた結果を図 10 に示す。ここでは安

全管理者（26.7％）についで、作業員（21.3％）

をあげる人が多かった。作業員は際だって熱

心に安全活動をしているようには見えなくて

も、実際には 1 人ひとりの作業員が中止にな

って安全管理をすすめているケースが多いも

のと思われる。今回の調査では、“安全管理”

をきちんと定義したわけではなかった。その

ため、例えば朝礼を主宰することも、KY 活

動に参加することも安全管理に含まれていた

可能性がある。そういう意味で、作業員は必

ずしも熱心に安全管理に従事しているわけで

はないが、全ての活動において中心になって

動いていると言えるのかも知れない。  

 

 さらに、職場で安全を中心に担う人の印象

の回答結果を図 11-1 から図 11-14 に示す。ベ

テラン作業員は、現場での知識や経験が豊富

であり、手順をきちんと決めて安全管理をす

るという印象を持たれている。一方で、話し

かけやすく、話をきちんと聞いてくれるとい

う印象を持たれているのは、安全担当者では

なく、現場の班長と工場長であった。作業員

と安全管理者については、他の職位の人と比

べて大きな特徴が見られなかった。  

 

（10）職場の安全に関する考え方  

 職場での安全に関する考え方の回答結果を

図 12に示す。「自分たちの安全は自分たちで

守るべきであると考えられている」には 86．

6％から賛同があった（そのとおりだ：28.3％、

まあそうだ：58.3％）。現場の安全管理の状況

については、トップダウンであるという項目

も、現場毎に自主的に対策がなされていると

いう項目も、どちらも“そのとおりだ“や”

まあそうだ“の回答が多かった。また、「安全

管理をすると生産性が低下する」「安全管理

が作業員の保身のために行われている」「安
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全管理が過剰（やりすぎ）である」などの安

全管理に否定的な設問にも、賛同する意見が

それぞれ 62.7％、49.7％、38.4％みられた。

これらの項目への回答と、安全管理に肯定的

な設問（例えば「現場の実情にあった作業改

善が行われている」「安全管理は現場毎に自

主的対策という形で進められている」）の間に

も高い正の相関が見られることから、現場毎

に適した安全管理をしても作業の妨げにはな

るものであり、やりかたがまずいと感じてい

るわけでは無いようであった。  

 

 

（11）安全活動の重要度  

 現場で行われるいくつの安全活動、安全対

策について、重要であるかどうか尋ねた結果

を図 13 に示す。『とても重要』の回答が最も

多かったのは、「作業環境の改善」で、快適で

作業がやりやすい環境を整えることが重要だ

と考えられているようであった。その他、

「KY やリスクアセスメント」「視聴覚教育」

「体感教育」「繰り返し注意」など具体的な活

動については重要視する意見が多かった。一

方で、“とても重要である”や“多少重要であ

る”の回答が少なく評価が低いと考えられた

のは、「規則を厳しくすること」「罰金や降格

などの懲罰処分」であった。一般に、罰する

こと（懲罰）よりも褒めること（報奨）の方

が好まれると考えられているが、今回の調査

でも懲罰処分には『あまり重要で無い』

（33.3％）と『まったく重要で無い』（18.7％）

をあわせて半数以上の人が否定的な見解を示

した。  

 

Ｃ－２ 安全意識の属性による違い  

 普段の作業についての 8 項目、「規則は全

て守っている」「規則に無いことでも安全に

ついて意識している」「安全に作業すること

の意義を理解している」「決められた手順を

守って作業している」「毎日同じ仕事をきち

んとこなしている」「仕事を行う上で効率が

最も重要だと考えている」「仕事における安

全の大切さを強く認識している」「安全に作

業することを最優先に考えている」について

信頼性分析を行ったところ、α=0.879 という

値が得られたので、信頼性が高く同一概念を

測定しているものと判断し、8 項目の合計得

点をその回答者の“安全意識”（得点が高いほ

ど意識が低い）と定義した。この得点につい

て、属性による差違を検討した。  

 まず、20、30 代、40 代と男女による年齢

性別 6 グループ間の回答パターンの違いにつ

いて検討したが、一元配置分散分析の結果、

有意な差は見られなかった。次に、最終学歴

による差について検討した結果、大学院文系

修了者が、大学理系卒業者や専門学校卒業者

よりも有意に意識が高い（得点が低い）とい

う結果が得られた。最後に、働く現場で事故

を体験したり見たりしたことの有無による意

識の相違について分析を行ったが、有意な差

は見られなかった。  

 

Ｄ．考察  

Ｄ－１ 仮説の検証  

（１）仮説 1：何らかの出来事、イベントに

より安全への認識が変わる時点が存在する．

と仮説 2：事故を体験することで、安全への

認識が変化する． 

 上記Ｃ－１（４）に示したとおり、 

今回のアンケート調査の結果では、図４に示

すとおり、44.7％の人が「変わったことは無

い」と回答していた。しかし、Ｃ－１の（２）

で、「働く現場で事故を見たことがある」は

43 人（14.3％）であったが、そのうちの 38

人がその後安全への認識が変わったと回答し

ていることから、事故経験、すなわち事故を

体験したり目撃したりすることは安全認識を

変える効力はあると考えられる。今回は、働

く現場で事故を見たことがある人事態が少な
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かったため、事故経験により安全に認識が変

化したという回答も少なかったのだと考えら

れる。 

 

（２）仮説 3：安全管理体制で誰がトップに

なっているか（キーパーソン）、その人がどん

なタイプか、によって、働く人の安全意識が

影響される 

 今回の調査結果からは、安全管理を中心に

担っている人の回答による、他の項目の回答

パターンの違いや安全意識の違いは検出され

なかった。安全管理を担っている人の方針に

より働く人の安全認識に差が生じる可能性は

あるが、安全を担っている人の職位によって

決まるのではなく、安全を担っている人のキ

ャラクター影響しているのではないかと考え

られる。安全を担っている人が、みんなの意

見を聞くタイプの人か、厳しく叱るタイプの

人で、そこで働く人の安全認識が異なる可能

性はある。安全認識への影響は特定できなか

ったが、中間管理職である現場の班長は、作

業員に配慮してくれる、話を聞いてくれる、

話しかけやすいなどの評価が高かった。また

ベテラン作業員は現場での経験が豊富である

と評価されていた。しかし、どちらも安全管

理を中心的に担っている割合は高くはなく、

安全管理に熱心に従事しているという回答も

少なかった。班長やベテラン作業員は、実際

には安全管理に従事していても、安全管理者

のように専門に従事している人と比べると、

安全活動に従事している時間がそれほど長い

と感じられないため、活動が評価されていな

いのかもしれない。今回の回答者が、班長や

ベテラン作業員とどの程度接する機会がある

のかもわからないので、安全管理への貢献が

少ないと決めつけるべきではないと考える。 

 

（３）仮説 4：以前に獲得した知識等により

安全への認識が異なる  

 面接調査では、専門的な知識の有無が安全

認識に影響を及ぼすという意見も聞かれたが、

今回のアンケート調査では、最終学生（理系

－文系、高卒－大学－大学院）で安全意識や

安全認識に違いは観察されなかった。科学や

工学に関する豊富な専門知識が安全認識に及

ぼす影響は見いだせなかった。 

 

Ｄ－２ 安全を担う人  

 ベテラン作業員は作業経験や知識の豊富さ、

班長は話しかけやすさなどを評価されている

が、どちらも現場で安全管理に強く係わって

いるという結果は得られなかった。  

 一方で、作業現場で事故防止に一番大きな

役割を果たすのは作業員であるという意見が

多かった。また、自分なら事故を起こさない

や自分の努力で事故は防げるという回答が多

かった一方で、事故を起こす人は能力が低い

という項目に「そのとおりだ」という回答が

少なかった。このことから、事故防止は事業

場や安全担当者による対策をあてにしていて

はだめで、自分自身の努力により防ぐしかな

いと考えられていることがわかる。一方で、

事故の責任は作業員の能力の低さに起因する

ものではないと考えられていることから、能

力ではなく意識の低さが原因と考えているか、

事故原因は現場の安全管理の不備にあるが現

場のリスクは０にはできないので、作業員が

それに対応していくしかないと考えているか、

のどちらかではないかと考えられる。今回の

結果からはこのどちらか、あるいはそれ以外

なのか特定することは出来ないが、自身の現

場の安全管理に満足してない人も少なからず

いることや、安全管理に満足している人の判

断理由に、「事故が起きていないから」という

回答も多かったことから、現場のリスクは０

にできないので、作業員が日々安全確保のた

めに努力しなければ事故は防げないと考えら

れているのではないかと思われる。  

 

Ｄ－３ 本調査の限界  
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 今回の対象者は、アンケートリサーチ会社

に登録しているモニターから選定されたため、

どのような企業でどのような業務に従事して

いるのかは明らかではない。そのため、必ず

しも製造現場で製造活動に従事していない人

や、リスクの小さい現場で働いている人が対

象者に含まれていた可能性もある、また今回、

男女均等に対象者を選出したが、そのことに

より、今回のサンプルが実際の作業現場の構

成と異なり、現場を代表していない可能性も

ある。また安全に係わる調査のため、安全に

関心の高い人が多く参加した可能性もある。

実際に安全意識得点が高い人が多く、安全活

動に関しても実施されている割合が高かった

ことからもサンプリングバイアスの影響を除

去できなかった可能性は高い。  

 

Ｅ．結論 

 製造業で働く人を対象としたWebアンケー

トから、以下のことが示唆された。 

・実際に事故を体験あるいは直接目撃するこ

とで安全に関する認識が変わる。 

・性別や年代により安全に関する認識に若干

の差が見られるが、安全意識の高い／低いを

大きく左右するものでは無い。 

・現場の事故防止に一番大きな役割を果たす

のは作業員自身だと考えられている。 

・現場で一番安全管理に熱心に従事している

のは安全管理者だと認識されている。班長や

ベテラン作業員も期待されている部分は大き

いが、実際には現場の安全活動にそれほど熱

心に従事はしていないと認識されている。 
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 3.その他  
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図１ 「あなたの職場の安全管理に満足していますか」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 「働く現場で事故を見たりご自身が経験したりしたことがありますか」の回答結果 
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図３ 「普段のあなたの作業について」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 「何らかの出来事、体験を経て、安全への認識が変わったこと」の回答結果 
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図５ 「職場の事故に対する自身の考えについて」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 「安全への取り組みが事故を防止するためにどの程度重要であるか」の回答結果 
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図７ 「現場で起こる可能性のある事故をイメージできるか」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 「作業現場での事故防止に一番大きな役割を果たす人」の回答結果 
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図 9  「あなたの職場で以下の方々がどの程度安全管理に従事していますか」の回答結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 「職場で安全管理を中心的に担っている人は誰か」の回答結果 
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図 11-1 安全管理を担う人の印象 1）安全に関する知識が豊富である 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11-2 安全管理を担う人の印象 2）威圧的に感じる 
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図 11-3 安全管理を担う人の印象 3）作業員思いである 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 11-4 安全管理を担う人の印象 4）他部門との連携が上手である 
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図 11-5 安全管理を担う人の印象 5）作業員の能力を尊重してくれる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11-6 安全管理を担う人の印象   6）手順をきっちり決めて指図する 
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図 11-7 安全管理を担う人の印象 7）控え目な性格である 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11-8 安全管理を担う人の印象   8）安全管理の経験が長い 
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図 11-9 安全管理を担う人の印象 9）現場や作業のことをよく知っている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11-10 安全管理を担う人の印象   10）現場での作業経験が豊富である 
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図 11-11 安全管理を担う人の印象 11）話しかけやすい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11-12 安全管理を担う人の印象 12）人の話を良く聞いてくれる 
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図 11-13 安全管理を担う人の印象 13）現場の事情に配慮してくれる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11-14 安全管理を担う人の印象 14）自身が批判されないために無駄な安全対策をしている 
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図 12  「職場での安全に関する考え方」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 「事故防止に重要である」の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


